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ごあいさつ

新年おめでとう御座居ます。一昨年の一月には

阪神大地震、それに引き続 き国の内外で大 きな事

変や医療 ・福祉にからむ諸問題がクローズアップ

し、二十一世紀を前にしてわが国は未曾有の試錬

に立たされている思いが致 します。気を引きしめ

問題を掘 り下げて、困難を克服 していく勇気がい

ま最 も求められているように思います。どうぞよ

ろしくお願い申上げます。

当財回の設立と発展に最 も御蓋力なさった前理

事長曲直部書夫先生が昨年暮れに御逝去され、ど

のように今後事業を展開させるべ きか、大 きな責

任を感 じてお ります。このような時期こそ財団設

立の原点に立ちかえり、最 も効率的な運営をはか

るとともに、財団を御支援いただくための誠実な

広報活動が必要と感ずる次第であ ります。此処に

あらためて財団季報として年四回の会報をお届け

することにした次第であります。

御存知のように、循環器病の領域は,は、臓病、脳

卒中をはじめとし、高血圧や動脈硬化症などに関

連するすべての血管病、先天性の心臓病など範囲

は誠に膨大であ ります。また、「ヒトは血管 とと

もに老いる」 という言葉があるように、高齢者医

療のなかでは罹病率、死亡率が圧倒的に高 く、国

民総医療費の最大部分が之によって占められてい

ます。また、そのために精神機能や肉体活動が障

害され、日常生活、社会生活に支障を来すものが

数多 く存在することも御存知の通 りであります。

本財回は国の循環器病対策支援の目的をもって

設立され十年が経過 しました。循環器病に関する

研究助成、国内外の研修者助成、国内外で行われ

る循環器病関連の学会や研究会への支援 と協力、

理事長 尾前 照 雄

国際交流の促進、研究業績集と予防啓発活動など

をこれまで行って参 りました。人口の高齢化が急

速にすすむなかで、これらの事業に関する需要は

今後ますます大きくなってくると思われます。

また、医学の進歩に伴って医療の内容が多岐に

わたり、医療の経済効果や生活の質 (QOL)に 及

ぼす影響への関心が急速な高まりをみせてお りま

す。そのニーズにこたえるには進歩 した情報シス

テムを駆使 し、医療の効果を評価する体勢を確立、

支援することも当財回の重要な使命 と考えてお り

ます。一方ではまた先端医療の開発を目指す国立

循環器病センターの研究活動の支援 と医療への定

着を支援することも重要で、そのための国際交流、

研修助成 も計画に加えなければなりません。欧米

に比べていちじるしく立ちお くれている心臓移植

などの臓器移植がわが国に定着するための支援 も

しなければなりません。

この財回の現状を御理解いただき、御支援の主

旨を生かすべ く、季報を通 じて努力 していきたい

と考えます。成人病のなかで最 も頻度の高い循環

器病の制圧は二十一世紀に向っての最重要な国民

的課題でもあ りましょう。季報創刊の御挨拶を申

上げるとともに、今後 とも変らぬ御支援、御協力

を切にお願い申上げる次第であります。
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◆平成8年度 事業計画
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循環器病に関する診断 ・治療、ならびに成因解

明と予防に関する研究に対して、必要な助成を

そ子う

)公 募研究助成

A.公 募研究助成

全国公募による臨床 ・予防医学 ・疫学 ・基礎医学の

中から自由課題10課題、指定課題 「頻脈性不整脈の

治療」と指定し、研究助成を行う。

B.バ イエル循環器病研究助成

学識経験者により研究課題を 「画像診断」と指定し、

全国公募により研究助成を行う。

C.循環器疾患看護研究助成

全国公募による循環器病看護について10課題の研究

助成を行う。

(2)指 定研究助成

A.高 齢者高血圧に対する降圧薬治療の効果に関する研

究

B.長 期降圧薬治療評価研究

C.脳 卒中再発予防に関する国際研究

D.ナ トリウム利尿ペプチ ドの研究

E.重 篤な脳血管傷害に対する診断 ・治療法の研究開発

F.プ ロジェク ト研究助成

霊1輔窮干郭鰺署勘義覇華

(2)国 際協同研究助成

海外で開催される学会 ・協同研究に参加する研究者

に助成する。

(3)田 辺製薬外国人研究者助成

循環器病を研究するため滞在する外国人研究者に助

成する。
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厚生省老人保健事業

「血圧モニタリングによる高齢者高血圧の診断・

治療・予防指針の作成事業:24時間血圧と家庭InL圧を用いて」

目立循環器病センター内科部長 瀧 下 修 一

年 をとるにつれて血圧が上が

り、高血圧の人の割合は増加 しま

す。高齢者の高血圧 も治療するこ

とによって脳卒中や心筋梗塞など

が減ることがわかってきました。

高齢者では、若い人に比べて血圧

の変動が大 きいことが特徴です。

医療機関を受診 した時の血圧が普

段より高い、いわゆる白衣高血圧

(普段は正常血圧)ないし白衣現象

を示す割合も多くなります。また、

昼間の血圧に比べて、夜間の血圧

が下がらなかったり、逆に下がり

すぎる場合もあります。降圧薬治

療によって、白衣高血圧では普段

の血圧が正常以下に下がる危険が

あり、夜間血圧の下がりが大きい

人ではさらに低下する可能性があ

ります。過度の血圧低下は脳や心

臓の血流量が減少して虚血状態を

招 き、脳梗塞や心筋梗塞の発症、

軽い場合は立ちくらみや、考えが

まとまらない、元気が出ないなど

の症状と関係 します。したがって、

適正な診断と降圧 レベルの設定が

必要です。

医療機関での血圧測定のほか

に、家庭での血圧測定や、携帝型

自動血圧計による24時間血圧測定

(30分毎の測定)を用いて、高齢者

の血圧管理に関する指針を作るの

がこの事業の目的です。

平成8年度 バイエル研究助成受賞者決定

究所をはじめ各地の病院に所属す

る研究者か ら27課題が申請 され、

選考委員会による厳正な審査の結

果、約7倍の難関を突破 して4名の

研究者が研究助成を受賞すること

となった。過去4年間の平均倍率は

11倍にも及んでお り、この研究ヘ

この研究助成 は我が国における

循環器病研究の よリー層の振興 と

成果を希求 して平成5年度からlo年

間、即 ち21世紀初頭 まで実施する

こととなってお り、今回を含めて

今迄 に15名の研究者が受賞 したこ

とになる。 また、 このテーマは毎

年定め、全国の少壮研究者の独創

的または萌芽的研究に対する助成

を目的としている。

今回 もこの分野 における研究者

に対 して 「画像診断」 をテーマ と

して公募 した ところ、大学及び研

平成3年度から国立循環器病セン

ターの指導医の もとで毎年、中国

をは じめ とする東南 アジア諸国の

研修生が研修 を行 っている。 これ

迄 に35名 が研修 を終 えて帰国後、

それぞれの国で大いに活躍中である。

田辺製薬大阪工場見学 は研修の

一
環 として医薬品の近代的な製造

過程や研究開発状況 を見学する目

的で実施 しているが英語 と中国語

の関心の高さを示 しているものと

言える。

贈呈式では理事長からお祝いと

激励の言葉があ り、続いて審査委

員長からは受賞課題ごとの評価点

などが報告 された後、受賞者を代

表 してお礼の挨拶で贈呈式を終え、

受賞者を囲んでのなごやかな歓談

のひとときが繰広げられた。

影田拡人 循環器病研究振興財田

第4回パイエル循環器病研究助成贈圭式

田辺製薬大阪工場を見学
一外国人研究助成―

による工場側の説明に研修生一
同、

熱心 に耳 を傾ける姿が印象的であ

った。



第 9回  循 環 病チャリテイゴルフ大会開催

△
７ も珍プレー好プレTが 続出!

器

年

読売テレビ、読売新聞社、報知新

聞社主催、厚生省、近畿2府4県、大

阪市、京都市、神戸市、近畿2府4県

医師会等の後援ならびに各社の協賛

と関西ゴルフ連盟の協力により昭和

63年に開催されて以来、本大会は9回

目を迎えることになった。

今年の大会は願ってもないゴルフ

日和に恵まれて、各界の名±160名は

受付に設けられたナースによる血圧

測定を済ませて順次、意気盛んにス

ター トホールヘ !参加者の殆んどは

ハイエージ層であるため、いつもな

がら珍プレーあ り、好プレーあ りの

続出で1合も参加することに意義があ

るかの様に1人の故障者もなく最後ま

で和やかなプレー風景があちこちに

見られた。プレー終了後、希望者に

は再度の血圧測定 と血液検査のため

の採血 を行 った結果、血圧測定率

87%、採血率48%と 言う数値は、さす

がに自らの健康を守る姿勢がうかが

われる。

ショー トホール4ホールではティー

ショットをワンオンした場合、1000

円以上の特別チヤリテイ募金、また、

2ホールでは日本女子プロゴルファー

の大迫、若浦両プロとの挑戦マッチ

で勝った場合にもlooo円以上の特別

チャリテイ募金に協力すること等、

他の大会では見られない企画であつ

たが、果たして何人のプレーヤーが

特別チヤリテイに協力されたかは定

かでない。

この大会のチャリテイ協力金は読

売テレビをはじめ関係各位のご厚意

により貴重な財源 として当財団に寄

付 され、全国の循環器病研究者への

助成に役立ててお り、ひいては我が

国の循環器病制圧のために大いに寄

与 して頂いている。さらに昨年度と

今年度についてはこのチャリテイ協

力金の一部を阪神 ・淡路大震災復興

支援 として兵庫県医師会にも寄付 さ

れ、社会的貢献への意義は誠に大 き

いものと言える。

来年の大会は第10回の節目となり、

一段 と趣向をこらしての大会を期待

すると共に当日の好天を祈ってやま

ない。

●9年度 公 募研究助成指定課題は「動脈層に関する研究」

●9年度 バ イエル研究助成指定課題は「心不全」に決定 .

●9年度 外 国人研究助成者8名が内定
中国6名、韓国1名、エジプト1名

●
ン



毎臣輔 建章|‐スの状1況

平成 7年 度 個人 ・団体寄付に

―個 人 一

浅田初枝(京都市)
岡本敬治(摂津市)

中島延佳(大阪市)
西村敏子(東大阪市)
土師時代(富田林市)

鱗襲縄良軸轍究ン

厚生大臣から感謝状贈呈
― 団 体 ―

読売テレビ放送(株)
(財)みどり健康管理センター

我が国の急速な人口の高齢化を反映して、今後、心

臓病や脳卒中をはじめとする循環器病の増加が予想さ

れており、当該疾病に対する研究助成や各種の啓発、

予防普及のための事業を推進している当財団に多額の

私財を寄付された個人(100万円以上)及び団体(300万

円以上)に対し、その崇高な行為をたたえ感謝の意を

表することを目的として厚生大臣から感謝状が員曽呈さ

れることになっている。

平成 7年度においては、個人5名 と2団体に管厚生

大臣から感謝状が只曽呈されたが、このほかにも多数の

皆さん方から貴重な私財をご寄付頂いた。

これらの寄付金に対しては当財団が 「特定公益増進

に関する認可法人」として指定されていることから免

税措置が認められている。ご寄付を頂いた皆さま方の

ご厚意に深謝するとともになお一層、事業の発展に努

める所存である。

寄付金には特別減税措置が適用されますので、皆さまのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。



アルコール と循環器病

アルコールは体に悪いことが問題にされますが、一方で

は酒は百薬の長とも言われます。アルコールと循環器病と

の関係についても、悪い場合と良い場合とがあります。

アルコールと高IllL圧との関係はよく知られています。し

かし実際には飲酒後に血圧が下がることが多く、顔が赤く

なる人では血圧低下と脈拍増加がより明らかです。私たち

の24時間血圧を調べた研究では、アルコールによって朝の

血圧は上がりますが夜の血圧は下がり、平均値はあまり変

わりませんでした。

心臓については、アルコールは脈拍を増やし、期タト収縮

や心房細動などの不整脈を起こしやすくします。また長期

のアルコール摂取によって心肥大や心筋症が生じることが

あり、心臓の働きが低下して心不全になる場合もあります。

しかしアルコールには、動脈硬化を抑制して心筋梗塞を

防ぐ効果が認められています。これは血液中のHDL(善玉)

コレステロールが増えることや、血管内で血液が詰まりに

くくなるなどのためです。この効果はすべてのアルコール

欽料でみられますが、赤ワインには他の有効成分も含まれ

克山病(心筋症の一種)研究で有名な子維漢

教授が当財団を訪問され夕食を共にしたと

きのスナップ (平成8年10月)

発行 財回法人 循 環器病研究振興財団
〒565 大 阪府吹田市藤白台5丁目7番1号

電言舌 06 (872)0010 FAX 06(872)0009

国立循環器病センター内科医長 河野 雄 平

ています。

脳卒中との関係は複雑で、アル

コールは脳出血の危険性を飲酒量

に応 じて増やします。脳梗塞につ

いては、少量であれば予防的に、

大量では促進的にはたらくようで

す。

アルコールの摂取量と循環器病

全体の死亡率、あるいは全死亡率

との間には、J字型の関係が見られています。すなわちア

ルコールを少量飲む人(1日30肥位まで)は飲まない人よりそ

れらが低 く、大量飲む人(60肥以上)では量に応 じて高 くな

ります。アルコール30肥は酒1合、ビール大1本、ウイスキ

ーダブル1杯にほぼ相当し、この程度が無難なところだと

考えられます。お酒とは上手に付 き合いましょう。

日頃から多大のご支援を頂いてお

ります関係の皆さま方に財団の事業

内容や活動状況をお知 らせすること

は事務局の重要な努めであると考え、

このたび財団季報を創刊する運びとなりました。

平成 8年 度も余すところ3ケ 月足らずとなりまし

たが前記の事業計画も順調に推移いたしております。

この財団季報を末永 く継続 して発刊することは大変

なことではありますが皆さま方のご支援 とご理解を

賜わりながら財団職員一九 「遇進努力」 してまいり

たいと思ってお りますので一層のご鞭縫の程、よろ

しくお願い申し上げます。

(事務局)


